
お客さま本位の経営を行い、ビジネスモデルの深化を持続するため、必要な
資本を保つことができるよう収益とリスクを一体的に管理した事業計画案を
策定します。

リスクアペタイト、財務計画、事業戦略は三位一体です。収益、自己資本比率
や融資部門、市場部門、重点取組み事業等の事業戦略を踏まえ、リスク・ア
セットやリスク指標を設定します。

リスクアペタイトの妥当性を検証するために、財務計画や事業戦略を反映し
たポートフォリオでストレス・テストを実施し、収益や自己資本比率への影響
を分析します。

ストレス・テストの結果を踏まえ、リスクアペタイト、財務計画、事業戦略に基
づく事業計画を、グループ戦略会議、取締役会にて協議、決議します。

目指すべき収益構造を明確にし、配賦するリスク・アセットの総量を決定し、
各事業部門にリスク・アセットを配賦します。

リスクアペタイトの遵守状況を定期的にモニタリングし、計画と乖離がある場
合や外部環境が変化した場合など、必要に応じて計画を見直します。

※リスクアペタイト：組織の目的や事業計画を達成するために、進んで受け入れるリスクの種類・量

リスクアペタイト・フレームワークのプロセス

当社では、企業経営を取り巻く多様化・複雑化するリスクを的確に把握・分析するための情報収集体制を整備し、リスクを適正に
管理・コントロールするため、リスク管理体制の強化に努めております。

事業計画案策定

リスクアペタイト設定

ストレス・テストによる検証

事業計画決定

財務目標と
リスクアペタイトの配賦

実績モニタリング、見直し

｜リスク管理体制への取組み｜

統合リスク管理体制

業務継続に関する基本方針 

昨今、金融の自由化・国際化や規制緩和の進展等により、金融機関のビジネスチャンスが拡大しています。当社においては、
2021年10月に持株会社体制へ移行し、事業領域は格段に広がりました。その一方で、業務に伴うリスクは急速に多様化・複雑化
しています。今後の企業経営では、自己責任原則のもとでリスクの的確な管理を行い、リスクに見合った適正な収益を確保するこ
とが重要となります。
当社では、リスク管理に関する基本事項を「統合的リスク管理規程」として制定。各グループ会社の管理部門が適切なリスク管理
を実施し、統括部署として当社経営管理部が統合的にリスク全体の管理を行っております。

リスク管理に関する基本方針・運営体制

当社は、リスクを単なる制約式上の扱いとせず、事業遂行のために取るリスク水準をあらかじめ定義し、モニタリングする枠組み
（リスクアペタイト（※）・フレームワーク）を活用しています。財務計画・事業戦略と整合したリスク・アセットの目標を設定。各事業
部門にリスク・アセットを配賦し、リスク・アセットと収益の状況を定期的にモニタリングすることで、適正なリスクテイクと収益の
実現に努めています。以下に記載の枠組みをベースに、中長期経営戦略の実現に向け、リスクリターンを最適化しています。

リスクアペタイト・フレームワーク
┃１：目的
当社は、地域総合会社として業務継続体制を整備することで､リスク管理体制の充実・強化を図っております。本方針は、内部管
理基本方針（｢内部統制システムの基本方針｣）に基づき、当社およびグループ全体の業務継続体制に関する基本的な考え方を
定め、組織全体に周知させることを目的に制定いたします｡

┃4：優先業務および復旧目標について
公共性の高い金融サービスをご提供する企業として、社会経済活動を停滞させないために、業務の復旧の中で優先して対応す
べき業務を定め、これらの業務に経営資源を集中いたします。復旧を優先させる業務については、目標復旧時間や目標復旧時点
を設定し、対応を行います。

┃５：規程等
本方針に沿って、｢業務継続に関する基本規程｣を制定し、取り決めを明確にするほか、下位に規定等を制定して周知徹底を図り
ます。

┃６：継続的な改善
定期的に業務継続計画に基づく訓練を実施し、当社役職員への緊急時対応行動の浸透度や習熟度を評価するとともに、実効性
等に関して定期的に検証を行います。また、外部環境の変化や業務多様化等に対し、業務継続性を高めるため、適宜業務継続に
関する規程等を更新していきます。

┃２：管理の基本的考え方
緊急事態において業務への影響を極小化し、迅速かつ効率的に業務の復旧を行い、ある一定水準の業務の継続性を図る中で、
以下の点に注意し対応します。

┃３：想定する緊急の事態
緊急の事態として、災害、パンデミック、システム障害、サイバー攻撃、風評被害等を想定します。

各種リスク管理の基本方針については、こちらをご参照ください。
https://www.hfhd.co.jp/ir/disclosure/pdf/disclosure_2023_03.pdf

お客さま、役職員および関係者の安全を確保します。

業務の継続および早期復旧することで、地域経済活動の維持に貢献するとともに、決済システムへの影響の極小化を図ります。

業務停止等による機会損失を最小限に抑えます。

これらの実効性を確保するための必要な体制構築と訓練の実施を行います。
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当社は、貸出金についての信用リスク、市場関連商品やバンキング勘定の市場リスク（金利リスク、価格変動リスク）について、
統一的な指標であるVaRによりリスク計量を行っています。これらの計量リスクについては、年度毎に統合リスク管理方針を策定
した上で資本配賦予算を定め、的確なリスクコントロールが行えるよう、実績値を管理しております。オペレーショナルリスク（※）
も合わせた統合リスクを、コア資本をベースとする自己資本と対比することで、資本の充分性が確保できるようリスク管理を行っ
ております。また、急激な金融情勢の変化や不測の事態を想定し、財務の健全性を評価するため、ストレス・テストを実施してお
ります。さらに、通常の総合予算策定においても、リスクアペタイトの評価をストレスベースで実施しています。

※オペレーショナルリスク：事務リスク、システムリスク、その他リスク（法務リスク、人的リスク、有形資産リスク、経営リスク、風評リスク）を総称したリスクの概念
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